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経 営 学 部 教 授 会 各 位 殿

吉 井 康 雄

私 の人 格 にか か わ る と こ ろです の で 、議 事 録 修 正 の 必 要 が あ るか と思 い 、 下記

修 正 案 を教 授 会 席 上 で発 言 します 。 ご了解 くだ さい。

先 日、 あ る教 授 会 メ ンバ ー の 方 が 下記 の発 言 を して お られ ます 。

「2チ ャ ンネ ル をケ ー ス と して 取 り上 げ て い る吉 井 の 品格 を疑 う」

この発 言 の記 事 は 、3月 9日 の議 事 録 に あ る次 の 文 章 に よ る もの と思 われ ます 。

(吉 井 )2チ ャ ンネ ル な どに も投 稿 され て お り、噂 が 立 つ こ と 自体 が 問題 で あ る。

私 は この よ うな発 言 を して お りませ ん。“吉 井 の 品格 を疑 う"と い う言 葉 に寂 し

い 思 い を して い ます 。

執 行 部 は議 事 録 修 正 可否 小 委 員 会 (教 務 委 員 、 学 生 委 員 、 人 試 委 員 の 3名 )を
設 立 、議 事録 修 正 面T否 採 決 を行 い 、執 行 部 は そ れ に従 うとい う問接 的 な言 論 統

制 を断 行 され 、“議 事 録 は 発 言録 で は な い "と 定 義 され ま した が 、私 の人 格 権 を

侵 害 す る部 分 が修 正 前 議 事 録 に は あ ります の で修 正 をお願 い します 。

議 事 録 修 正 可 否 小 委 員 会 設 立 の執 行 部 の意 図 は 、“北 村・樋 口両 氏 の カ ンニ ン グ

不 正 処 理 に 関 わ る文 章 を あい ま い に して お き た い "、 “青 水 氏 の発 言が名 誉 毀 損

で訴 え て い る吉 井 の名 誉 毀 損 に あ た るの で 削 除 して お きた い "と い う意 図 と私

は理 解 して い ます が 、 そ この部 分 は適 当 に して くだ さつ て結 構 です 。

私 の 人 格 に 関 わ る と こ ろ は “大 学 人 と して の 資 質 "に か か わ る部 分 で す の で 、

“修 正 を認 め な い "と い う教 授 会 決 定 に は異 議 申 し立 て します の で 、修 正 可否

小 委 員 会 を もち、 ご検 討 の うえ修 正 して くだ さる よ うお願 い します 。

私 の発 言 内容 は 下 記 の とお りで す 。 私 の趣 旨 を活 か した 文 章 表 現 に して くだ さい。

(吉 井 )2チ ヤ ンネ ル な どに も投 稿 され て お り、噂 が 立 つ こ と 自体 が 問題 で あ る。

↓

(吉 井 )経 大 チ ャ ンネ ル に も投 稿 され て お り、情 報 を持 っ て い る もの に は それ

が 事 実 か ど うか が わ か る。

(吉 井 )私 を抑 え よ う と して も別 の方 か ら出 され る こ とも あ る。私 は提 言 して い る。

↓

(吉 井 )私 を抑 え よ うと して も別 の方 か ら この よ うな事 実 が 出 され た ら大 学 に

とっ て 大 き な 問題 に な る とい うこ とを私 は提 言 して い る。

半1断 の参 考 のた め、私 が修 正依 頼 した元 の議 事録 と

卜で投 函 してお きます。
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元 の議 事 録

2005年 3月 9日 (金 )13時 40分 ～ 15時 30分

本 館 第 2会 議 室

(13)卒 業 判 定 につ い て

吉 井 教 授 か ら 「″2003年 1月 の試 験 期 間 中 に起 こっ た カ ンニ ン グ行 為 の 不 正 処

置 "に 関す る問題 点 Jの 配 布 が あ つ た。 意 見 交 換 の結 果 、① 2ヶ 月 間 は議 事 録

を協 議 して訂 正 で き る こ と、② それ 以 前 の こ とは意 見 しな い こ とを再 確 認 した。

(吉 井 )大 学 、学 部 を取 り巻 く環 境 は厳 しい。競 争 に勝 っ て い くに は、よ り透 明

性 と 目的 志 向 が 重 要 で あ り、意 見 と して発 言 した。 資料 内容 が事 実 で あれ ば 、

企 業 で は懲 戒 処 分 で あ り、 ま か り通 るの はお か しい。

◇ 文 書 中 に あ るが 、 12月 か ら私 は人 権 委 員 で は な い。 NHK氏 、 前 執 行 部 とは誰

の こ とか。明確 に して欲 しい。なお 、文 中 の質 問 につ い て だ が 、① につ い て は 、

公 正 で あ っ た。 ② につ い て は 、 即 座 に答 え るの は難 しい。 ③ につ い て誤 つ た結

論 に は導 い て い ない とお 答 え して お く。 この 間 、 青 水 氏 の件 、 大 田氏 の採 用 時

の件 が あ り、議 事 録 の訂 正 につ い て も可 と した。 期 間 も 2ヶ 月 以 内 な ら修 正 で

き る と した。2003年 2月 の文 書 につ い て も教 授 会 で 吉井 氏 が 回 収 す る こ と と し

た が 、 回 収 の努 力 を され た の か。 な お 、前 学 生 委 員 長 に今 回 の 異 議 に 関す る情

報 提 供 につ い て確 認 した が 、 この件 につ い て 、 い か な る質 問 も吉 井 氏 か ら受 け

た こ とは な く、 聞 き取 り調 査 を した 上 で 、教 授 会 で適 正 に判 断 され た と考 えて

い る 旨、 返 事 を も らつ て い る。

(吉 井 )NHKと は 青 水 氏 の こ とです 。 議 事 録 を見 た が 、 明確 に は書 かれ て い な い。

◇ 議 論 され て決 定 して お り、 教 授 会 メ ンバ ー に対 す る誹 謗 で は な い か。

◇ 太 田氏 に対 す る意 見 を載 せ る こ と、 文 章 を回 収 す る こ と、 2ヶ 月 間 の訂 正 可

能 を決 定 した。 議 論 した 中でル ー ル と して設 定 し、 吉 井 先 生 の意 見 を載 せ る こ

とで纏 ま っ た はず で あ る。

(吉 井 )2チ ャ ンネ ル な どに も投 稿 され て お り、暉 が 立 つ こ と 自体 が 問題 で あ る。

◇ も う一 度 、確 認 して お き た い。 ① 2ヶ 月 間 は議 事 録 を協 議 して訂 正 で き る、

② そ れ 以 前 の こ とは持 出 さな い。 で 、 如 何 か。

(吉 井 )私 を抑 え よ うと して も別 の 方 か ら出 され る こ ともあ る。私 は提 言 して い る。

3月 24日 確 認  北 村 賞

議 事 録 修 正 の お 願 い    MS明 朝赤 字 が修 I巨 要 望部 分 です .

2005年 3月 9日 (金 )13時 40分 ～ 15時 30分

本館 第 2会 議 室      ~
(13)卒 業判 定 につ い て

吉井教授 か ら 「〃2003年 1月 の試 験期 間 中に起 こつたカ ンニ ング行為 の不正 処

置 "に 関す る問題 点」 の配布 が あ つた。

意 見 交換 の結果 、① 2ヶ 月 間 は議 事録 を協議 して訂 正 で き る こ と、② それ 以前

の こ とは意 見 しない こ とを再確認 した。
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(吉 井 )大 学 、学 部 を取 り巻 く環 境 は厳 しい。競 争 に勝 つ て い くに は、よ り透 明

性 と 目的 志 向 が重 要 で あ り、 意 見 と して発 言 した。 資 料 内容 が 事 実 で あれ ば 、

企 業 で は懲 戒 処 分 で あ り、 ま か り通 るの はお か しい。

◇ 文 書 中 に あ るが 、 12月 か ら私 は人 権 委 員 で は な い 。 NHK氏 、 前 執 行 部 とは誰

の こ とか。 明確 に して欲 しい。 な お 、 文 中 の質 問 につ い て だ が 、

① l試 験 監督 2人 お よび 学 生 部 委 員 会 に よ る不 正 行 為 とい う判 断 を覆 して 、“カ

ンニ ン グ行 為 処 分 を取 り消す "と い う決 議 に導 い た あ な た が た お 2人 の根 拠 は

公正 で した か」 につ い て は 、公 正 で あ っ た。

② 「受 験 t′ た とい う実 態 を伴 つ た 行 為 を、 不 受 験 とい う虚 偽 の 手続 き に導 かせ

た こ とは 教 育者 と し/て は考 え られ な い 行 為 で す 。 そ の説 明 を学 生 に どの よ うに

説 明 します か 」 につ い て は 、 即 座 に答 え る の は難 しい。

③ 「法 律 の 専 門家 で あ る北村 副 学長 は大 学 の法 源 を体 した行 為 が 求 め られ る立

場 に あ り、樋 口学 生 委 員長 は学 生 を教 育 的 指 導 す る 立場 に あ る責任 者 です 。 教

授 会 お よび 大 学 を この よ うな誤 つ た結 論 に誘 導 した あ な た が た の 責 任 は重 大 と

は思 い ませ ん か 」 につ い て誤 つ た結 論 に は導 い て い な い とお 答 え して お く。

この 間 、 青 水 氏 の件 、 太 田氏 の採 用 時 の件 が あ り、 議 事録 の訂 正 につ い て も可

と した。期 間 も 2ヶ 月 以 内 な ら修 正 で き る と した。2003年 2月 の 文 書 につ い て

も教 授 会 で 吉 井 氏 が 回 収 す る こ と と した が 、 回 収 の努 力 を され た の か。

な お 、 前 学 生 委 員 長 に今 回 の異 議 に 関す る情 報 提 供 につ い て確 認 した が 、 この

件 につ い て 、 い か な る質 問 も吉井 氏 か ら受 け た こ とは な く、 聞 き取 り調 査 を し

た 上 で 、 教 授 会 で適 正 に判 断 され た と考 えて い る 旨、返 事 を も らっ て い る。

(吉 井 )NHKと は青 水 氏 の こ とです 。 カ ンニ ン グ行 為 の 不 正 処 置 に つ い て は議

事 録 を見 た が 、 明確 に は書 かれ て い な い。

そ の よ うな 事 実 が な か った とい うこ とを あ な た 方 が 示せ ば よい で は な い か。

(青 水 )◇ 議 論 され て決 定 して お り、教 授 会 メ ンバ ー に対 す る誹 謗 で は な い か。

こ うい うこ とをい わ れ るの で あ っ た ら この 大 学 か らで て い か オ1́ノ た ら ど うか。

(多 数 決 の動 議 を提 案 さオ1ノ よ うと した が 、 学 部 長 が 抑 止 )

(北 村 )◇ 太 田氏 に対 す る意 見 を載 せ る こ と、 文 章 を回 収 す る こ と、 2ヶ 月 間

の訂 正 可 能 を決 定 した。 議 論 した 中 でル ー ル と して設 定 し、 吉 井 先 生 の意 見 を

載 せ る こ とで纏 ま っ た はず で あ る。

(吉 井 )経 大 チ ャ ンネ ル李 ど に も投 稿 され て お り、 情 報 を持 っ て い る ()の に は

そ れ が 事 実 か ど うか が わ か る。

◇ も う一 度 、確 認 して お きた い。 ① 2ヶ 月 間 は議 事 録 を協 議 して訂 正 で き る、

② そ れ 以 前 の こ とは持 出 さな い。 で 、如 何 か。 (多 数 決 を と り、 可決 )

(吉 井 )私 を抑 え よ うと して も別 の方 か ら この よ うな事 実 が 出 され た ら大 学 に

とつ て 大 き な 問題 に な る とい うこ とを私 は提 言 して い る。

3月 24日 確 認  北村 賞

吉 井 康 雄


